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次の問に答えなさい。

1. 対称行列

　　A =

(
1 0.6

0.6 1

)

を固有値分解A = ZΛZ′し、ZおよびΛ を求めなさい。ただし、

Λ =

(
λ1 0
0 λ2

)

であり、λ1 ≥ λ2とする。
また、Z ′Z = ZZ ′ = I となること、およびΛ−1/2ZAZ ′Λ−1/2 = I となることを確認しな
さい

2. AR(1)構造をもつ撹乱項 εの分散共分散行列が

　　 E(εε′) = η2 1
1 − 0.25




1 0.5 0.25
0.5 1 0.5
0.25 0.5 1


　 = η2Ω

で表されるとき、固有値分解Ω = ZΛZ′し、Z およびΛ を求めなさい。ただし、

Λ =




λ1 0 0
0 λ2 0
0 0 λ3




であり、λ1 ≥ λ2 ≥ λ3とする。
また、

Λ−1/2Z =




√
1 − 0.25 0 0
−0.5 1 0

0 −0.5 1




および Λ−1/2ZΩZ ′Λ−1/2 = I となることを確認しなさい
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